
加
叩
か
れ
､
色
の
つ
-
も
の
だ
0

7
万
井
出
で
は
洪
武
銀

通
有
と

い
ふ
こ
と
で
故
地
の
人
々
は
記
蝕
rb
れ
る
と
同

時
は
､
=
本
で
そ
の
銀
が
薩
摩
の
土
産
と
出
て
ゐ
る
｡

芸
界
駆
水
の
H
支
の
閥
係
の
密
接
せ
る
凡
そ
如
期
し
で

あ
る
O
rJ
れ
は
掬

-
有
史
以
後
の
文
車
あ
っ
て
か
ら
の

摘
係
で
は
孜

5,'
太
常
闇
ら
-
は
か
う
し
カ
航
路
か
ら

酉
九
州
は
夙
に
文
化
は
趣

い
た
79
の
と
考

へ
ら
れ
る
で

あ
ら
う
0

招
本
輸

出
陶

磁

器

の
動

向

I

1

､
緒

言

二

､粕
川

陶

磁

非

の
世
鼎
抑
揚
に
於
け
る
地
位

三
'
締
出
陶
磁
非
の
地
域
的
担
逮

飼
､
陶
磁
然
輸
出
組
合
の
現
状

五
､
陶
磁
船
輸
出
港

六
､
北

米

部

七
'
英
印
改
新
部

八
､
南

洋

部

九
､

校

刑

部

十
､
比
秤
式
部

十

1
.
俳

印

部

十
二
'
鵬

雑

部

十
掴
､
妃
氷
塊
及
部

十
六
､
申
南
紫
郎

十

八

'

紙

鎗"
‖

日
本
桶
川
陶
磁
群
の
動
向

十
三
､
鴻
洲
支
郡
部

十
五
'
阿
弗
利
加
部

ト
L
t
欣

洲

部

-

杉

江

精

1

-
､
緒

･

言

0

0

0

0

0

0

0

日
本
の
工
業
磯
展
は
原

料

資

源

の
獲

稗

と
同
時
は
製

0

0

0

0
0

晶

販

路

班

大

が
相
揮
っ
て
'
是
が
日
本
封
外
貿
易
の
金

動
向
を
支
配
す
る
敢
大
要
素
で
､
園
内
を
見
る
ほ
原
料

資
源
は
乏
し
-
､
囲
内
市
場
は
独
隙
な
る
故
緊
急
問
題

は
新
市
場
を
外
囲
は
開
拓
す
る
事
で
あ
る
.
近
時
我
周

の
商
晶
は
廉
債
を
以
て
先
進
閥
に
挑
載
む
な
し
p
登
世

界
の
市
場
を
席
捲
せ
ん
と
し
､
販
路
を
勢
以
此
政
的
未

開
地
は
求
め
ん
と
す
る
は
.昏
然
の
動
向
で
､
そ
の
結
果

蒜

混

六
五



地

球

賂
二
十
凹
容

各
市
場
で
各
陶
と
坑
啓
と
在
っ
て
日
本
品
に
封
す
る
障

審
陶
枕
を
設
定
せ
る
が
'
何
等
効
を
奏
せ
ず
続
々
侵
入

殺
到
し
､
最
初
に
印
度
商
群
等
を
征
解
し
､
次
い
で
地

中
海
沿
岸
に
進
出
し
､
長
駆
遂
に
英
本
圃
､
和
蘭
､
致

額
､其
他
工
業
剛
を
押
へ
p
l
方
北
南
光
へ
と
驚
食
L
t

他
囲
晶
に
追
随
を
許
さ
ず
､
日
本
商
品
蚤
盛
の
凱
歌
を

拳
げ
で
ゐ
る
.

輸
出
品
の
内
純
固
産
品
は
陶
磁
器
の
み
で
他
に
見
出

さ
れ
覆
い
｡

Li
塊
の
土
石
は
よ
-
数
千
金
を
程
る
常
容

易
で
あ
み
'
日
本
人
の
手
先
の
瀬
川
夜
先
天
的
技
術
を

0
0

用
以
て益
々
品
質
を
向
上
さ
す
時
は
世
堺
市
場
に
廉
債

0
0
0

で
夜
-
優

良

品

で
新
を
柄

へ
る
は
近

さ
撒
水
に
あ
る
と

信
ず
る
｡

こ
､
輸
出
陶
磁
韓
の
世
界
市
場
に
放
け
る
地
位

本
邦
陶
磁
器
が
外
聞
産
に
較
べ
七
､
賓
用
性
が
豊
富

で
あ
わ
､
大
量
供
給
が
出
凍
る
の
が
優
れ
た
特
色
で
あ

っ
て
'
輸
出
晶
の
八
割
を
生
産
す
る
名
古
屋
地
方
の
飲

食
葬
が
世
界
の
各
市
場
を
狗
占
L
t
建
築
ク
イ
ル
､
衛

産
陶
棚僻
腺
仰､
及
上
流
向
飲
食
兇
仰等
は
欧
米
晶
と
肋脚
軍
の

筋
二
雛

初
期
で
あ
る
｡

を
見
る
に

蒜

六

六

六

明
治
初
期
よ
ゎ
の
陶
磁
器
塵
産
及
輸
出

年
次

桝

沖
元

同 F.Ll

十 五

年 年.i:
′J

十
五
年

二
十
年

二
十
五
年

三
十
年

三
十
五
年

四
十
年

大
jE
元

年

五

年

六

年

九

年

昭
和

A-t=六 五 四 三 二 元 十

年年年年午午年年_<%
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問 第

大
正
元
年
に
は
五
官
四
十
五
苗
圃
の
抽
出
と
夜
～,>明

治
二
十
年
に
比
し
四
槽
の
増
加
､
大
正
五
年
に

1
躍
一

千
二
百
十
常
例
と
な
-
大
戦
後
は
更
に
輸
出
に
拍
車
を

か
け
大
正
九
年
に
は
三
千
日
E
E+
五
苗
圃
で
珪
産
の
草

分
数
､
然
る
に
同
十
年
に
は
二
千
七
十
九
常
例
と
落
ち

其
後
遼
年
と
焼
塩
し
､
昭
和
年
代
の
初
に
三
千
常
例
以

上
に
及
び
L
も
昭
和
六
年
は

一
千
九
官
五
十
九
高
田t
の

樽
蕗
を

ボ
L
t
藩
に
陶
磁
器
製
造
販
質
統
制
が
賓
施
さ

れ
て
漸
-
増
進
し
､
昭
和
八
年
に
は
三
千
六
百
二
十
苗

圃
に
躍
-
､
昭
和
九
年
に
は
凹
千
首
八
十
七
寓
樹
に
大

飛
躍
を
な
し
て
レ
コ
ー
ド
を
つ
-
-,ht
恭
敬
展
の
傾
向

顕
著
で
あ
る

｡

海
外
の
主
要
市
場
は
於
け
る
他
閥
と
の
祝
事
状
況
は

(
1
九
三
〇
咋
)



地

球

第

二
十
四
谷

米
囲
市
場
に
於
で
は
日
本
は
常
に
濁
逸
､
致
須
と
競
軍

状
態
は
あ
っ
て
約

一
位
を
占
め
､
千
五
百

1十
七
常
闇
で

金
輸
出
二鳥
の
約
四
割
に
常
-
､
印
度
市
場
は
官
七
十
七

寓
閲
で
英
明
を
凌
ぎ
第

1
位
を
確
保
し
'
カ
ナ
ダ
市
場

は
第
二
位
を
占
ひ
る
が
第

-i
棟
の
英
問
と
は
大
在
る
開

き
が
あ
カ
.濠
洲
市
場
は
共
闘
は
次
ぎ
第
二
位
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
日
本
品
の
躍
進
は
海
運
の
囲
際
的
活
躍

と
為
替
金
融
の
進
出
と
相
伴
っ
て
=m
質
向
上
､
更
に
各

囲
民
の
趣
味
曙
好
の
通
魔
性
の
槍
進
､
加
レ
之
に
世
堺
経

済
鼎
に
放
け
る
日
本

の
資
力
が

将
大
し

た
姉
弟
で
あ

る
｡
本
邦
商
品
の
弧
味
は
第

1
に
塵
産
地
の
名
古
屋
地

方
(
愛
知
'
岐
阜
､
三
韮
煤
)が
製
造
上
に
摘
し
て
物
質

的
諸
楳
件
が
完
備
し

てゐ
る
の
と
.
数
有
年
兼
の
俸
銃

的
串
越
せ
る
技
術
の
髄
等
で
あ
っ
て
'
他
の
先
進
問
で

も
之
は
打
ち
勝
つ
事
が
出
凍
覆

い
｡

第
二
は
販
路
開
拓
市
場
が
近
-
ほ
在
る
と

い
ふ
地
即

的
鋼
係
の
影
響
が
甚
大
で
あ
る
｡
欧
米
諮
問
の
輸
出
の

八
割
に
常
る
市
場
は
H
本
の
周
囲
の
市
場
で
あ
っ
て
'

日
本
は
欧
米
に
此
べ
て
運
賃
低
下
､
彼
我
民
族
の
資
産

節

二
統

蒜
九

六
八

活
に
通
す
る
商
晶
を
典

へ
る
ほ
甚
だ
便
利
を
地
位
に
あ

る
｡
之
に
反
し
て
-1
本
商
品
の
弱
味
は
近
頃
開
拓
せ
し

川
園
の
市
場
は
欧
米
先
進
問
が
三
宵
年
以
前
か
ら
投
資

や
交
易
で
開
き
し
塵
で
､
政
治
上
､
経
済
上
に
骨
其
勢

力
配
下
に
置
か
れ
､
資
本
家
擁
護
の
た
め
､
障
害
や
､

鷹
泊
を
加

へ
ら
れ
て
ゐ
る
は
皆
蝕
の
逆
行
で
版
頁
上
甚

だ
困
却
の
地
位
に
あ
-
'
又
近
頃
迄
日
本
晶
を
取
引
す

る
立
派
な
概
観
が
な
-
唯
支
邦
人
'
印
度
人
､

ユ
ダ
ヤ

人
等
ほ
採
算
次
第
で
取
扱
は
れ
で
ゐ
た
が
近
時
此
等
の

囲
民
79
日
図
解
酒
政
策
に
支
配
さ
れ
､
取
引
の
原
則
h
t

無
視
L
p
往
々
日
本
nE
取
扱
を
拒
絶
す
る
傾
向
が
あ
る
.

即
商
品
の
取
引
賓
植
む
今
迄
他
図
人
に
奮
は
れ
で
居
た

輩
が
最
大
鍋
鮎
で
あ
っ
た
｡

三
､
輸
出
陶
磁
器
の
地
域
的
撃
藩

幣
典
的
教
達
を
遂
げ
た
輸
出
陶
磁
器
の
経
路
は
他
の

輸
出
晶
と
同
様
で
あ
る
と
考
ら
れ
､
之
牢
､
(
イ
)地
場

嚢
時
代

(
こ

居
留
地
貿
込
時
代

(
こ
新
市
場
直
接

開
拓
時
代

(
ニ
)輿
壁
時
代

に
別
け
る
｡

(
イ
)
地
場
質
時
代



穂
川
二
間
六
十
年
の
封
祉
恥
骨
が
破
壊
さ
れ
､
明
治

維
新
後
は
資
本
主
義
に

一
極
し
､
明
治
十
九
年
紙
幣
整

州
完
了
ま
で
工
業
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
を
-
其
後
で

も
農
本
主
義
で
工
場
の
機
械
化
は
望
ま
れ
ず
従
っ
て
他

聞
よ
-
原
料
を
購
入
し
､
製
品
も
粗
工
的
加
工
原
料
に

過
ぎ
さ
る
状
態
で
あ
っ
た
｡
明
治
二
･-
六
年
迄
平
均
輸

出

-1
千
六
官
八
十

一
嵩
固
輸
入
二
千
六
甫
十
四
苗
圃
と

な
-
明
治
二
二
-

二
六
迄
は
輸
出
七
千
七
官
六
十
三
苗

圃
輸
入
七
千
五
首

二
十
八
歯
間
と
改
み
入
超
を
つ
ヾ
け

輸
入
で
は
同

.E
六
-
二
〇
年
は
歓
洲
五
七
%
米
図
九
%

支
那
二
〇
%
印
度
九
%
で
抽
出
は
欧
洲
三
二
%
米
問
三

八
%
支
那
三
%
印
度

一
%
で
あ
る
｡

此
時
代
は
主
と
し
て
歓
洲
と
の
み
の
貿
易
と

い
っ
て

も
過
言
で
な
-
､
米
囲
､
印
度
等
の
貿
易
は
僅
少
で
あ

っ
た
'
即
日
本
と
し
て
工
業
脱
料
を
輸
入
し
､
囲
内
産

業
の
充
賓
に
努
力
し
た
準
備
時
代
即
封
欧
時
代
で
あ
っ

た
､
陶
磁
器
の
抽
出
は
於

で73=前
表
の
如
-
明
治
十
年

に
十
二
常
例
p
明
治
二
十
年
に
百
三
十

一
簡
閲
'
同
二

十
五
年
に
百
四
十
八
苗
圃
の
漸
樹
の
傾
向
で
あ
る
｡

日
本
職
的
陶
磁
非
の
動
向

(
ロ
)居
留
地
質
込
時
代

口
晴
載
事
後
の
貿
易
は
噂
進
し
.
明
治
三
二
-
三
六

年
平
均
額
は
五
億
四
千
苗
圃
で
戦
前
の
明
治
二
二
I
二

六
年
迄
の
三
七
七
倍
も
明
治
六
-

一
〇
年
迄
の
十
八
倍

に
在
っ
た
｡
こ
れ
は
我
勝
に
ょ
っ
て
我
囲
信
用
程
度
の

増
大
は
勿
論
､
金
本
位
制
定
(
三
十
年
)踊
祝
日
主
構
の

獲
程
(
三
十
二
年
)'
航
梅
法
蜂
勘
制
定
等
政
府
の
政
党

宜
ろ
し

き
結
果
で
欧
米
貿
易
は
漸
-
封
水
'
封
印
貿
易

へ
と
噛
向
し
て
輸
出
は
歓
洲
二
八
%
兼
問
三
三
%
印
度

三
三
%
と
夜
つ
た
が
輸
入
は
歓
洲
_
八
%
米
図

二

%

印
度

一
五
%
で
光
岡
よ
-1
の
輸
入
は
未
だ
僅
少
で
暫
時

来
園
は
工
業
が
磯
連
し
て
ゐ
な

い
､
陶
磁
器
の
輸
出
は

明
治
三
十
年
に
は
Lm
八
十

.I
常
九
千
倒
､
同
三
十
五
年

に
は
二
可
四
十
六
常
闇
と
な
っ
て
戦
前

(
明
治
二
十
五

年
)
に
比
べ
て
十
年
間
に

一
､
七
倍
の
樹
加
聖

耶
し
た
｡

口
露
戦
役
後
は
閣
内
工
業
漸
-
機
械
化
し
製
造
小
工
場

は
合
同
さ
れ
p
大
工
場
の
傾
向
を
華
び
､
原
料
輸
入
も

樹
大
し
､
輸
出
農
作
=叩
は
工
業
晶
と

一
婁
L
t
新
市
場

を
封
米
及
印
鑑
方
面
は
開
拓
し
て
急
激

な

敏
速

教

示

蒜

九

六

九



地

球

節
二
十
四
脊

L
p
桝
治
四
十
二
-

大
正
二
年
の
輸
出
は
五
億

一
千
苗

圃
以
上
に
及
び
明
治
二
～
六
年
に
此
し
三

-i十
五
倍
の

増
大
で
歓
洲
二
二
%
米
囲
三
二
%
印
度
四
〇
%
に
躍
進

し
､
特
に
印
度
と
の
貿
易
磯
展
は
目
立
っ
て
凍
た
｡

陶
磁
器
輸
出
は
別
治
四
十
年
に
は
七
百
二
十

一
苗
圃

で
同
四
十
二
年
に
は
五
百
五
十
商
圏
に
落
ち
大
iE
四
年

に
は
六
百
九
十
五
苗
圃
に
樹
し
.
明
治
二
十
年

(
地
場

嚢
時
代
)
の
五
倍
の
増
進
を
見
た
､
bJV開
拓
苗
場
は
次
の

通
-
で
あ
る
｡

終
二
班

蒜

〇

七

O

iE
三
-
七
年
迄
平
均
二
十
二
億
圃
p
大
正
八
-
･
十
二
年

は
三
十
八
億
問
に
迫
ら
ん
と
L
p
愉
田
先
は
光
岡
が
三
､

三
割
よ
-
四
､
四
割
で
骨
棟
を
占
め
､
之
に
反
し
て
歓

洲
は

二

五
割
よ
-
C
､
九
割
に
激
減
し
た
'
陶
磁
器

の
輸
出
先
は

･

･,I

.-

-
;.

･
･

㌻

∴

㍉

｡
㍉

∴

｣

米
閥
は
節

1
の
顧
客
で
あ
ゎ
､

特
に
支
那
南
洋
印
度

方
面
の
樹
進
が
著
し

い
｡

(
こ
新
市
場
直
接
開
拓
時
代

欧
洲
大
戦
中
交
戦
固
よ
り
軍
需
品
其
他
の
注
文
殺
到

と
米
囲
向
の
輸
出
好
調
､
支
那
内
乱
で
銀
の
高
値
､
南

洋
方
面

へ
欧
洲
晶
の
代
用
と
し
て
の
活
躍
に
依
-
､
工

業
界

へ
拍
車
む
か
け
未
曾
有
の
輸
出
を
遂
げ
た
､
即
大

乙
の
時
代
は
来
､
蘭
領
印
度
'
英
領
印
度
､
濠
洲
等

の
分
散
的
市
場
の
横
大
は
日
本
貿
易
の
異
的
輯
換
堅

不

す
も
の
で
豚
衆
の
敬
展
性
に
多
大
の
希
望
を
抱
-
も
の

で
あ
る
｡(

ニ
)
具
慶

時

代

世
界
各
園
は
大
正
末
期
に
な
っ
て
恐
慌
時
代
所
謂
不

嘉
朱
と
夜
-
閣
内
産
業
の
救
蹄
と
既
得
版
路
横
大
確
保

に
新
市
場
開
拓
を
痛
威
し
､
自
給
自
足
の
鶴
岡
主
義
と

在
り
､
自
由
迫
商
は
障
壁
を
設
け
て
他
図
品
の
侵
入
を



防
止
し
､
白
岡
商
品
版
格
の
み
の
攻
防
集
を
採
用
し
た

馬
日
本
品
の
良
=1m
廉
価

の
み
で
は
抽
出
困
難

と
在
っ

た
O
上
海
及
満
洲
事
鼻
と
成
身
.
満
洲
閥
濁
立
と
在
っ

て
封
満
抽
出
激
埼
し
た
が
､
を
の
反
面
に
激
烈
在
る
排

日
運
動
全
土
に
横
力
.
本
邦
商
品
輸
出
激
減
し
､
多
年

の
市
場
の
大
牢
を
失
つ
ね
｡
又
関
内
は
於
Y
は
戦
後
激

噂
し
た
陶
磁
器
工
業
は
手
工
業
よ
-
機
械
工
業
に
婁
少

産
産
は
埼
大
し
た
も
の
J
比
較
的
小
資
本
の
綴
曹
在
れ

ば

l
皮
不
景
衆
に
袈
は
れ
る
と
販
路
を
失
以
困
却
甚
し

-
珪
産
と
消
費
の
不
平
均
の
た
め
極
端
夜
自
由
餅
軍
と

な
っ

て疲
静
の
底
に
沈
み
､
晶
質
は
低
下
し
日
本
商
晶

の
名

を汚
す
る
に
至
っ
た
､
を
rJ
で
品
質
向
上
､
苗
場
偵

格
維
持
の
た
め
.
昭
和
六
年
八
月
'
陶
磁
器
製
造
版
貿

妹
子にU
を
行
ひ
.
同
十
二
月
金
輸
出
禁
止
と
同
債
低
落
の

た
め
.
印
度
'
南
洋
､
濠
洲
'
欧
米
其
他

へ
再
び
飛
躍

進
出
L
p
欧
米
諸
岡
の
常
業
者
を
し
て
恐
怖
せ
し
め
､

｢
ダ

ン
ピ
ン
グ
｣
の
名
を
以
て
各
市
場
で
極
粗
衣
排
撃
を

受
け

.
日
印
骨
西
口
蘭
愈
商
を
開
-
運
命
に
在
っ
た
0

要
す
る
此
時
代
の
陶
磁
器
の
輸
出
は
婁
化
が
著
し
-

日
本
輪
川
陶
磁
井
の
動
向

昭
和
四
年
に
三
千
七
甘
六
十
八
簡
閲

(
壁
塵
の
凶
割
七

分
)
の
輩
金
時
代
よ
-
昭
和
五
年
に
は
二
千
八
百
十
九

蘭
固
昭
和
六
年
に
は
l
千
九
官
五
十
九
苗
圃

(塵
産
の

三
割
六
分
)
と
次
第
に
不
振
を
皐
し
像
は
統
制
賓
施
さ

れ
'
昭
和
八
年
に
は
三
千
六
官
二
十
常
置t

(塵
産
の
三

割
二
分
)
と
漸
増
を
示
し
.
昭
和
九
年
に
は
大
飛
躍
む

を
し
'
四
千
宵
八
十
七
苗
圃
を
輸
出
し
､
数
量
四
十
五

箇
噸
を
出
し
'
本
邦
輸
出
陶
磁
器
以
水
の
最
高
記
録
を

印
し
､
水
間
は
組
輸
出
額
の
約
三
割
で
第

一
位
'
英
領

印
度
及
び
蘭
飼
印
度
の
〇
､
七
割
'
濠
洲
の
〇
､
五
割
の

順
位
で
あ
っ

て満
洲
図
は
前
年
度
(
八
年
)
の
一
p
五
倍

の
激
増
躍
進

を示
せ
み
｡

四
も
陶
磁
器
輸
出
組
合
の
現
状

本
邦
晶
の
海
外
輪
出
盛
な
る
に
従
以
'
輸
出
商
の
無

統
制
は
同
志
打
と
在
っ
て
皆
然
受
-
.I(
き
利
相
の
喪
失

信
用
郵
便
の
失
墜
を
衆
L
t
甚
だ
遺
憾
と
瓜
は
れ
て
ゐ

る
際
､
海
外
ほ
て
は
抽
入
防
過
兼
に
博
さ
れ
､
統
制
の

必
要
を
痛
威
し
､
愛
知
､
岐
阜
.
三
重
の
牒
下
を
地
笹

と
し

て昭
和
八
年

一
月
名
古
屋
陶
磁
米
輸
出
組
各
を
殴

T
.j
t

七

一



仰

仰
･･
･
･
狩

れ

抑

抑

押

岬

抑

神

城

絡 選 急告 箆 調 整 緒 急 告



立
し
､
同
四
月
よ
-
輪
村
数
盤
統
制
を
貸
地
し
た
が
同

地
は
八
割
以
上
に
及
ぶ
が
荷
京
潰
､
阪
帥
地
方
の
抽
出

統
制
の
必
要
を
戚
じ
.
同
八
月
翻
13
t陶
磁
器
輸
出
組
合

大
阪
陶
磁
発
抽
HT
組
合
､
東
口
本
(
横
璃
)陶
磁
米
輸
出

組
合
を
組
織
L
t
同
九
年
に
大
日
本
陶
磁
器
輸
出
組
合

聯
各
骨
を
設
置
し
.
重
囲
的
に
抽
出
数
量
及
価
格
の
統

制
を
し
カ
.
其
後
昭
和
九
年
九
月
十
五
日
統
制
弧
化
の

目
的
を
以
て
輸
出
組
合
法
第
九
修

(
大
正
十
四
年
三
月

三
十

一
日
撒
布
)
は
基
さ
商
工
省
の
統
制
命
令
が
教
布

さ
れ
も
非
組
合
員
と
云
ヘ
ビ
も
制
限
及
取
締
法
は
従
は

ね
ば
を
ら
覆
い
事
に
忽
ち
他
品
種
に
先
駆
し
て
藩
に
統

制
完
壁
t<BJ完
了
し
た
｡

現
在
組
合
員
は
左
の
通
わ
で
あ
る
｡

組
合
員

地

置

大
阪
陶
磁
器
輸
出
組
合

八

∵

近
畿
北
陸

東
=
本
陶
磁
器
輸
出
組

立

凹

静
岡
以
来
北
振

合

遺
迄

(
組

合
聯
各

事
務
所
は
名
古
屋
市
来
匡
白
壁
町
に
あ
-
)

薯
施
せ
る
統
制
晶
種
及
統
制
地
区
は

(
箪
こ.田
園
参
照
)

(部
別
)

(
統
制
地
区
)

(
統
制
品
種
)

大
日
本
陶
磁
器
輸
出
組

合
聯
合
愈

名
古
屋
陶
磁
器
輸
出
組

合紳
声
陶
磁
器
抽
出
組
合

六
三
四
名

目
本
金
部

1
九
九

中
部
日
本

三
〇
〇

階
調
覗

鋸

①
北

米

部

③
印

度

部

③
南

洋

部

④
此

律

賓

部

①
馬

凍

部

㊥
価

印

部

①
欧

洲

部

①
濠

洲

部

㊥
阿

弗利
加
部

㊥
近
東
挨
及
部

⑪
溝

洲

部

来
園
､
加
奈
陀
､布

畦英
領
印
度
'
彼
斯

等
閑

領
兼
印
度
諸
島

此
律
賓

海
峡
殖
民
地
等

価
簡
印
度
支
那
及

遊
歴

歓
洲
諮
問

(
バ
ル

カ
ン

む
除
く
)

濠

洲
､
新
開
蘭

ア
ブ
巾ノ
カ

近
来
諮
問

及
境
及

装
飾

同

同同司

晶姦 晶姦
Jlrr ､所
用 玩用
晶 具晶

食 装食
器 飾米て1=寸｢lT=J-?

同同同同

満
洲
囲
､
観

光
洲

食
器
墓
所
用
品
装
飾

品
.
枕
質
ク
イ
ル

日
本
輪
的
陶
磁
辞
の
御
向

喜

一

七
三
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地

球

撃

二
･
四
容

昭
和
九
年
度
所
属
組
合
の
仕
向
先
制
歯
数
畳
基
定
基

準
数
量
表
を
不
す
と
次
の
如
し
｡

食 近 lい 阿 浦 抹 耽 南 光 北 ∩_
芸 南 栽 望 向地方

計 及 米 加 j耶洲 洲 押 印 米
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食君臣日骨瞬本
ヽ

割
皆
は
名
古
屋
陶
磁
器
輸
出
組
合
が
七
割
'
紳
月
同

組
合
が
二
割
､
竣
-

一
割
が
大
阪
及
未
日
本
同
組
合
と

な
っ

てゐ
て
p
仕
向
先
は
北
米
が
四
割
を
占
め
姉

.1
位

に
'

南洋
の
一
割

一
介
､
其
印
'
欧
洲
の
約

一
割
の
順

節

二

批

壷

ハ

七
六

位
で
あ
る
｡
新
規
制
皆
は
於
て
は
来
園
の
五
十
噸
ほ
対

し
､
蘭
印
の
三
十
噸
他

は
何
れ
旦

1十
噸
以
下

で
あ

わ
､
超
過
可
能
数
量
は
新
規
割
皆
の
二
倍
で
各
計
輸
出

可
能
敦
盛
は
新
規
制
皆
の
三
槽
で
米
問
の
'P
I五
十
噸
蘭

印
の
九
十
噸
他
の
問
は
六
十
噸
以
下
で
あ
る
｡
(

未
完
)

■〓l1
〓

■lこll〓ll〓l一〓-1=■l〓ll〓一1〓ll一日l1

新
著
紹
骨

lHJqrJlqrJrJW---】E一JtF)MJIq■11Fp三Ifmもtf1日l一]LuqtJf一切J

0
大
日
本
講
史
地
国

宵
山
路
銀
市

井
E
仰
人
修
那

特
仰
五
脚
五
十
胡

付
.｡
山
路
に
は
吉
日
放
伐
博
士
の
本
間
帖
が
あ
っ
た
､
昭
和
六
年
告
E

博
士
に
学
ば
れ
た
芦
川
氏
が
そ
の
相
即
を
快
課
さ
れ
て
数
年
蓬
に
<
十

村

二
版

の
本
願
帖
が
完
成
し
た
､

こ
の
内
祐
岡
を
存
す
る
位
に
十
八
両

他
は
悉
-
新
作
で
な
-
ん
ば
火
に
修
訂
を
加

(
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

日
本
甘
地
榊
四
秤

い
づ
れ
も
耐
白

い
の
を

コ
ロ
タ
イ
プ
に
し
た
外
に

各
時
代

の
紙
史
問
が
で
き
た
､
第

1
岡

の
親
任
水
枕
近
視
推
定
脚
は
'

耶
帖
萌
を
'
筑
前
山
門
郡
に
紀

い
て
あ
る
が
､
こ
れ
で
は
弧
智

の
道
鬼

に

}
致
し
な

い
と
偲
ふ
が
.
此
ハ他
の
剛
倣

い
づ
れ
も
校
訂
鮫
碑
'親
等
は

こ
れ
に
よ
っ
て
前
史
上
政
明
す
る
桝

の
多

い
め
を
尊
び
､
著
粛
多
年
の

敵
背
を
仰
け
ら
れ
た
努
力
に
絶
大
の
餐
酢
を
叢
し
た

い
､
印
刷
も
糖
我

も
英
は
し

い
､
近
雑

の
地
柳
井

(
の
好
興
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
江
湖
に


